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Ｑ　

今
回
、
業
務
上
横
領
容

疑
で
逮
捕
さ
れ
た
県
の
総
務

部
職
員
が
会
計
事
務
を
担
当

し
て
い
た
任
意
団
体
「
木
曜

会
」
は
、
福
岡
市
に
所
在
す

る
国
と
関
係
団
体
の
出
先
機

関
の
長
の
集
ま
り
の
よ
う

だ
。
事
件
発
覚
後
に
県
が
着

手
し
た
任
意
団
体
と
親
睦
団

体
の
実
態
調
査
の
結
果
と
見

直
し
を
含
め
知
事
の
見
解
を

尋
ね
る
。

Ａ　

知
事
部
局
等
に
お
け
る

木
曜
会
以
外
の
点
検
対
象
団

体
は
、
任
意
団
体
が
２
１
３
、

親
睦
会
５
１
１
で
計
７
２
４
。

任
意
団
体
は
、
県
の
事
業
を

実
施
す
る
上
で
他
の
自
治
体

等
と
連
携
し
た
方
が
施
策
効

果
を
実
現
で
き
る
場
合
、
実

行
委
員
会
な
ど
の
形
で
設
置
。

親
睦
会
は
職
員
同
士
の
親
睦

を
深
め
る
た
め
に
つ
く
ら
れ
、

会
費
を
徴
収
し
、
会
の
開
催

費
用
等
に
使
っ
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
団
体
を
総
点
検
し
た

結
果
、
横
領
な
ど
不
正
な
支

出
は
な
か
っ
た
。
任
意
団
体

は
毎
年
度
の
事
務
事
業
の
見

直
し
な
ど
を
通
じ
て
必
要
性

を
点
検
し
、
廃
止
や
統
廃
合

を
進
め
た
い
。

Ｑ　

福
岡
空
港
の
民
間
委
託

は
、
地
域
の
意
向
を
反
映
す

る
仕
組
み
の
整
備
が
極
め
て

重
要
だ
。
地
元
を
代
表
す
べ

き
立
場
の
福
岡
市
が
資
本
参

加
せ
ず
と
も
空
港
運
営
に
支

障
を
も
た
ら
さ
な
い
と
考
え

る
か
。

Ａ　

県
は
空
港
運
営
会
社

に
出
資
と
役
員
派
遣
を
行

い
、
広
域
的
な
地
域
の
意
向

を
公
的
な
立
場
か
ら
適
時
的

確
に
空
港
運
営
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
民
間
委
託
に
つ
い
て

地
元
に
安
心
感
を
与
え
、
福

岡
空
港
が
地
域
の
期
待
す
る

役
割
を
将
来
に
わ
た
り
持
続

的
に
果
た
し
て
い
け
る
と
考

え
る
。
県
が
新
運
営
会
社
の

運
営
の
基
本
的
な
方
向
や
方

針
の
決
定
に
参
画
し
、
広
域

自
治
体
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
い
く
こ
と
で
、
福
岡

都
市
圏
を
含
め
た
広
域
的
な

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
事

業
の
展
開
が
図
ら
れ
、
福
岡

市
の
資
本
参
加
が
な
く
て
も

民
間
委
託
後
の
空
港
運
営
に

は
支
障
が
生
じ
な
い
と
考
え

る
。

Ｑ　

児
童
福
祉
施
設
等
の
職

員
の
麻
疹
（
は
し
か
）
対
策

に
つ
い
て
。

Ａ　

麻
疹
ワ
ク
チ
ン
は
２
回

の
接
種
を
行
う
こ
と
で
95
％

以
上
の
人
が
免
疫
を
獲
得
で

き
る
と
さ
れ
る
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
１
回
以
下
の
乳
幼
児

と
接
す
る
機
会
の
多
い
児
童

福
祉
施
設
等
の
職
員
に
は
、

２
回
の
定
期
接
種
を
受
け
て

い
な
い
者
も
お
り
、
発
症
す

る
と
大
勢
の
人
が
感
染
す
る

可
能
性
が
高
い
こ
と
か
ら
、

再
度
の
予
防
接
種
は
感
染
拡

大
の
防
止
に
有
効
で
あ
る
。

市
町
村
、
感
染
症
の
専
門
家

等
か
ら
な
る
麻
疹
の
予
防
接

種
を
推
進
す
る
会
議
を
新
設

し
、
児
童
福
祉
施
設
等
職
員

へ
の
接
種
の
早
期
実
施
に
向

け
、具
体
的
な
方
法
、ワ
ク
チ
ン

の
確
保
な
ど
を
検
討
す
る
。

Ｑ　

九
州
北
部
豪
雨
の
災
害

査
定
の
結
果
と
復
旧
の
進
捗

状
況
を
尋
ね
る
。

Ａ　

県
が
要
望
し
た
事
業
は

昨
年
度
末
ま
で
に
全
て
採
択

さ
れ
、
道
路
、
河
川
、
砂
防
を

合
わ
せ
て
、
被
災
箇
所
を
強
化

す
る
原
形
復
旧
は
２
２
５
カ

所
、
事
業
費
約
２
０
４
億
円

で
、
全
体
の
約
８
割
に
当
た
る

１
７
６
カ
所
で
工
事
に
着
手

し
、
残
り
49
カ
所
も
早
期
完

了
を
目
指
す
。
改
良
復
旧
は
73

件
、
事
業
費
約
１
２
５
０
億
円

で
、
全
て
の
箇
所
で
測
量
や
設

計
等
を
実
施
し
て
い
る
。

　

平
坦
部
農
地
は
２
１
２
㌶

全
て
で
復
旧
に
着
手
。
う
ち

69
㌶
は
農
家
へ
引
き
渡
さ
れ

た
。
赤
谷
川
な
ど
９
河
川
沿

い
の
農
地
約
１
５
０
㌶
は
区

画
整
理
型
の
復
旧
工
事
で
、

農
家
が
将
来
に
希
望
が
持
て

る
よ
う
、
収
益
性
の
高
い
園

芸
作
物
の
導
入
な
ど
を
推
進

す
る
。
９
河
川
の
う
ち
５
河

川
沿
い
の
地
域
で
地
元
へ
の

説
明
会
を
終
え
て
い
る
。

Ｑ　

Ｊ
Ｒ
九
州
発
足
以
来
最

大
の
減
便
を
伴
う
今
年
３
月

の
ダ
イ
ヤ
改
正
問
題
や
日
田

彦
山
線
復
旧
へ
の
取
り
組
み

を
問
う
。

Ａ　

今
回
の
ダ
イ
ヤ
改
正
は

沿
線
住
民
の
日
常
生
活
に
極

め
て
重
大
な
影
響
を
及
ぼ

し
、
地
方
創
生
に
も
大
き
な

逆
風
と
な
る
。
県
は
発
表
直

後
か
ら
Ｊ
Ｒ
九
州
に
見
直
し

を
求
め
、
５
月
25
日
に
は
影

響
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
改

善
を
要
望
。
引
き
続
き
対
応

し
て
い
く
。
日
田
彦
山
線

は
、
沿
線
住
民
の
生
活
の
維

持
、
観
光
振
興
の
観
点
か
ら

も
重
要
な
路
線
。
県
は
Ｊ
Ｒ

九
州
、大
分
県
と
と
も
に「
日

田
彦
山
線
復
旧
会
議
」
を
設

け
、
５
月
15
日
に
実
務
者
レ

ベ
ル
の
検
討
会
を
開
催
し

た
。「
鉄
道
を
残
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
地
元
の
声
を
Ｊ

Ｒ
九
州
に
し
っ
か
り
と
伝
え

る
。「
地
元
負
担
あ
り
き
で

は
な
い
」
と
の
前
提
で
議
論

を
進
め
、
一
日
も
早
い
復
旧

を
目
指
し
た
い
。

Ｑ　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境

が
厳
し
い
。
新
規
就
農
者
の

支
援
に
つ
い
て
聞
く
。

Ａ　

農
業
に
関
心
の
あ
る
県

内
外
の
人
を
対
象
に
、
就
業

セ
ミ
ナ
ー
等
を
開
催
し
、
農

業
大
学
校
で
も
講
義
や
実
習

を
行
っ
て
い
る
。
市
町
村
の

相
談
窓
口
設
置
を
進
め
、
国

の
交
付
金
制
度
を
活
用
し
た

就
農
前
後
の
所
得
確
保
を
支

援
。
就
農
後
は
普
及
指
導
セ

ン
タ
ー
で
営
農
講
座
を
実

施
。
昨
年
度
か
ら
は
日
々
の

相
談
相
手
と
な
る
「
就
農
里

親
」に
取
り
組
み
、「
新
規
就

農
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
会
」

で
経
営
者
意
識
の
醸
成
を

図
っ
て
い
る
。
就
農
５
～
10

年
の
方
を
対
象
に
「
農
業
経

営
確
立
塾
」
も
開
講
。
今
年

度
か
ら
は
経
営
を
譲
り
た
い

農
家
の
資
産
、
販
路
、
技
術

を
新
規
就
農
者
に
円
滑
に
継

承
す
る
マ
ッ
チ
ン
グ
等
を
支

援
し
て
い
く
。
新
規
就
農
者

を
一
人
で
も
多
く
確
保
し
、

定
着
が
進
む
よ
う
努
め
て
い

く
。

Ｑ　

昨
年
５
月
、
産
業
廃
棄

物
の
中
間
処
理
業
者
「
エ
コ

テ
ッ
ク
」
が
野
積
み
し
た
廃

棄
物
か
ら
大
規
模
な
火
災
を

起
こ
し
た
。
今
な
お
大
量
に

廃
棄
物
が
放
置
さ
れ
、
先
月

の
５
月
30
日
か
ら
排
出
事
業

者
責
任
に
よ
り
撤
去
が
始

ま
っ
た
。
県
は
撤
去
を
要
請

し
て
い
る
排
出
事
業
者
を
ど

の
よ
う
な
方
法
で
特
定
し
、

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進

め
て
き
た
か
。

Ａ　

エ
コ
テ
ッ
ク
に
保
管
さ

れ
て
い
た
処
理
委
託
契
約
書

等
を
精
査
し
、
排
出
事
業
者

を
管
轄
す
る
他
県
の
自
治
体

か
ら
情
報
収
集
。
こ
れ
ら
の

情
報
に
基
づ
き
改
善
命
令

を
出
し
た
平
成
24
年
５
月
以

降
、
同
社
に
処
理
を
委
託
し

た
排
出
事
業
者
１
８
３
社
を

把
握
し
た
。
う
ち
44
社
は
、

同
社
が
廃
棄
物
の
処
理
を
ほ

と
ん
ど
行
っ
て
い
な
か
っ
た

27
年
１
月
以
降
に
委
託
を
行

い
、そ
の
結
果
、大
量
の
廃
棄

物
が
未
処
理
の
ま
ま
事
業
場

に
残
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、

こ
れ
ら
の
事
業
者
は
排
出
事

業
者
と
し
て
の
責
任
を
果
た

し
て
い
な
い
と
判
断
し
、
撤

去
を
要
請
し
た
。
44
社
の
内

訳
は
県
外
35
社
、
県
内
９
社

で
、
産
業
廃
棄
物
処
理
業
者

が
34
社
を
占
め
て
い
る
。

Ｑ　

中
学
・
高
校
の
制
服
選

択
制
に
つ
い
て
県
教
育
委
員

会
の
見
解
を
尋
ね
る
。

Ａ　

制
服
の
着
用
は
、
学
校

に
お
け
る
一
体
感
・
連
帯
感

が
醸
成
さ
れ
、
家
庭
の
経
済

状
況
が
表
れ
に
く
い
な
ど
の

点
で
教
育
的
な
意
義
が
大
き

い
。
一
方
で
、
生
徒
の
体
温

調
節
や
動
き
や
す
さ
等
の
機

能
性
、
肌
の
露
出
を
減
ら
す

防
犯
の
観
点
な
ど
に
も
配
慮

し
、
常
に
制
服
の
着
用
を
義

務
付
け
る
の
で
は
な
く
、
保

護
者
の
負
担
に
も
留
意
し
つ

つ
、
状
況
に
よ
っ
て
は
体
操

服
等
の
着
用
を
認
め
た
り
、

女
子
生
徒
が
ス
カ
ー
ト
か
ス

ラ
ッ
ク
ス
か
を
選
択
で
き
る

よ
う
に
す
る
な
ど
、
制
服
着

用
の
弾
力
化
を
図
る
必
要
が

あ
る
。

Ｑ　

本
年
２
月
議
会
で
わ
が

会
派
が
、
本
県
教
育
委
員
会

に
任
用
さ
れ
た
公
立
学
校
の

常
勤
講
師
の
給
料
月
額
に
上

限
が
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
た
の
を
受
け
、
今

年
度
よ
り
給
与
体
系
が
変
更

さ
れ
た
。
し
か
し
県
立
学
校

と
市
町
村
立
学
校
の
講
師
と

の
給
料
の
差
は
広
が
っ
た
。

市
町
村
立
学
校
の
講
師
の
給

料
も
県
立
学
校
並
み
に
引
き

上
げ
る
べ
き
だ
。

Ａ　

本
県
の
常
勤
講
師
に
つ

い
て
は
、
今
年
度
か
ら
給
料

月
額
の
上
限
を
実
質
的
に
撤

廃
し
、
県
立
学
校
、
市
町
村

立
学
校
と
も
に
、
そ
の
者
の

経
験
に
見
合
っ
た
給
与
水
準

と
な
る
よ
う
給
与
体
系
を
見

直
し
た
。
県
立
学
校
と
市
町

村
立
小
中
学
校
の
常
勤
講
師

の
給
料
が
異
な
る
こ
と
と
な

る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

の
教
育
職
員
に
適
用
さ
れ
る

給
料
表
が
異
な
る
た
め
に
生

じ
る
も
の
で
、
や
む
を
得
な

い
と
考
え
る
。

Ｑ　

昭
和
53
年
、
平
成
６
年

と
大
渇
水
を
経
験
し
、
渇
水

に
苦
し
ん
で
き
た
福
岡
県
で

あ
る
が
、
今
年
３
月
に
完
成

し
た
県
営
の
五
ケ
山
ダ
ム
と

伊
良
原
ダ
ム
、
平
成
31
年
度

に
完
成
予
定
の
水
資
源
機
構

の
小
石
原
川
ダ
ム
の
合
計
三

つ
の
ダ
ム
の
完
成
に
よ
り
、

県
民
生
活
を
支
え
る
安
定
し

た
水
の
供
給
は
万
全
に
な
る

の
か
。
知
事
に
問
う
。

Ａ　

渇
水
に
苦
し
ん
で
き
た

福
岡
県
は
「
水
資
源
総
合
利

用
計
画
」
を
策
定
し
て
、
水

資
源
の
開
発
と
そ
の
有
効
利

用
に
努
め
て
き
た
。
五
ケ
山

ダ
ム
、
伊
良
原
ダ
ム
、
小
石

原
川
ダ
ム
の
完
成
に
よ
り
、

こ
の
計
画
で
推
計
さ
れ
て
い

る
平
成
32
年
度
ま
で
の
各
地

域
に
お
け
る
水
需
要
見
通
し

を
満
た
し
、
安
定
的
な
水
の

供
給
が
可
能
と
な
る
。

Ｑ　

日
本
の
犯
罪
の
実
態
は

約
３
割
の
再
犯
者
が
犯
罪

件
数
の
約
６
割
を
占
め
て
い

る
。
再
犯
防
止
は
一
朝
一
夕

に
で
き
る
も
の
で
は
な
い

が
、
ま
ず
は
取
り
組
み
を
開

始
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。
県
と
し
て
再
犯
防
止
推

進
計
画
を
策
定
す
べ
き
と
考

え
る
。知
事
の
考
え
を
聞
く
。

Ａ　

県
は
具
体
的
な
施
策
の

着
手
に
先
立
ち
、
計
画
策
定

に
向
け
た
国
と
地
方
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
の
整
理
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
、
ま
ず
は
保
護

観
察
所
や
検
察
庁
、
矯
正
施

設
を
管
轄
す
る
矯
正
管
区
と

の
間
で
勉
強
会
を
行
っ
て
い

る
。
こ
の
国
と
の
勉
強
会
で

の
整
理
を
踏
ま
え
て
、
今

後
、
国
の
機
関
に
加
え
、
保

護
司
会
や
協
力
雇
用
主
会
な

ど
の
関
係
団
体
お
よ
び
県
の

関
係
課
で
構
成
す
る
会
議
を

設
置
し
、
計
画
の
策
定
を
進

め
て
い
く
。

Ｑ　

平
成
28
年
の
調
査
で
、

本
県
の
10
代
の
妊
娠
中
絶
経

験
者
は
全
国
３
番
目
に
高
い

９
４
６
件
だ
っ
た
。
生
徒
の

妊
娠
・
出
産
が
減
ら
な
い
の

は
、
そ
の
教
育
の
仕
方
に
課

題
が
多
く
残
っ
て
い
る
か
ら

で
は
な
い
か
。
望
ま
な
い
妊

娠
や
出
産
、
そ
れ
に
よ
る
子

ど
も
へ
の
虐
待
を
予
防
す
る

た
め
に
も
若
年
妊
娠
の
実

態
を
踏
ま
え
た
性
と
健
康
教

育
、
命
の
い
と
お
し
さ
、
命

の
大
切
さ
へ
の
授
業
に
も
っ

と
力
を
入
れ
る
べ
き
で
あ

る
。
教
育
長
の
見
解
を
尋
ね

る
。

Ａ　

県
は
平
成
２
年
度
か
ら

全
県
立
高
校
に
産
婦
人
科

医
お
よ
び
精
神
科
医
を
派

遣
し
、
講
演
や
個
別
相
談
等

を
行
う
「
性
と
心
の
健
康

相
談
」
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
性
に
関
す
る
問
題
が
低

年
齢
化
し
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
今
年
度
か
ら
公
立
中

学
校
お
よ
び
県
立
特
別
支
援

学
校
に
も
産
婦
人
科
医
や
助

産
師
等
の
専
門
家
を
派
遣
す

る
事
業
を
開
始
。
こ
の
事
業

の
中
で
、
医
師
や
大
学
教
授

等
で
組
織
す
る
推
進
委
員
会

を
設
置
し
、
時
代
の
変
化
や

多
様
な
価
値
観
等
に
対
応
し

た
指
導
の
在
り
方
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
く
。

自
民
党
県
議
団

自
民
党
県
議
団

大
田  

　満  

（福岡市早良区）

国
民
民
主
党
・
県
政
県
議
団

国
民
民
主
党
・
県
政
県
議
団

渡
辺  

美
穂  

（太宰府市）

公
明
党

公
明
党

浜
﨑  

達
也  

（福岡市南区）

緑
友
会

緑
友
会

井
上  

忠
敏  

（小郡市・三井郡）


